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 私ども、そろばん塾というところは、学校の学年的なものが、級というもので評価されま

す。小学１年で６級をしている子もいれば、中学でまだ８級とか、もちろんその子は中学から

習い始めたのですが、ですから各学年バラバラに級が入りみだれています。もちろん子供達の

意識の中には、周りの子が気にならないはずがありません。大人の会社社会と似たようなとこ

ろがあります。短時間でどんどん級の進む子は、さしずめ出世コース、エリートコースです。

なかなか級の上がっていかない子は、窓ぎわ族といったところでしょうか。しかし、私自身あ

えて大人社会をそのまま教室へ持ち込みたくないという気持ちがあります。なぜなら、そうで

なくても今の子供達は、学校で、家庭で、同様にいつも競争という２文字が彼等、彼女等を追

いまわしています。そしてそれがあたりまえになってしまっているのは、お母さんたちかもし

れません。「となりの～ちゃんには負けないでよ」「母さんの小さい頃は～」などと比べてしま

うことです。少々難しい問題ですが。 

 子供達は小１・小２位になれば自分のことが、だいたいわかるようです。ぼくはできる子

だ。できない子だ。そこで大切なのが周りの大人たちの接し方です。伸び悩んでいる子には、

特に気を使っています。「わからない」と持ってきてくれる子には、褒めてあげています。と

すぐその子はまた「わからない」・・・くりかえしていると、その子はだんだんニコニコして

きます。 

 思い出の中に、（教師は皆そうだと思いますが）「あいつ勉強ではずいぶん悩まされたけど、

でもやけに明るい子だったなあ」「あの子は、小さい子の面倒をよく見てくれたなあ」なん

て、性格ばかりが記憶に残ります。 

 当、共和珠算塾には、なぜか記憶に強く残る子が多いようです？ 

 これからも記憶に焦げ付くような子をどんどん増やしてゆきたいなと思っております。 

＊３月の予定 

  ３月 ３日（土）   第２１６回検定試験申し込み締め切り 

    １１日（日）   東京都低学年珠算コンクール・・・東洋大学 

             共和珠算塾からは代表選手として 

             １年・・青山 幸司、 熊谷 祐介君 

             ２年・・堀内 純絵、 穂田 初美さんの４名が出場します 

    １７日（土）   珠算４～１０級・暗算１～６級 検定  共和珠算塾 

    １８日（日）   珠算３級以上・暗算段位 検定  中央商業高校 

             持物・時間その他は受験者に直接説明します 

    ２７日（火）   この日より春休み 

☆コマーシャル・・春休み中に遠足を予定しています。くわしいことは、べつのおてがみで 

         おしらせします。 


